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経済

環境

事業者名 株式会社　新九州運輸

当社は『日本古来からのお届け物を風呂敷で包み込む優しさを忘れず、安心と信頼を運び続けること』を
理念に、良質な運送サービスと環境に配慮した事業活動を継続して取り組むことで『持続可能な開発目標
（SDGｓ）』を実現してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

事業活動によるCO2排出量削減と原点となる車
の整備・管理について最善の注意を怠らない。

中小企業強靭化法に基づき、ＢＣＰの観点から社
員と会社を守るために事業継続力強化計画を策
定し公表する。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

クライアント様、取引業者様とパートナーシップを結び、事業者としての責務を果たすためにＳＤＧｓの目標
達成に向け取り組んでまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

事業活動によるCO2排出量削減と原点となる車の整備・
管理について最善の注意を怠らない。

低燃費車両保有率21年度３５％
→２４年度４０％以上

交通事故撲滅と従業員を守る観点から、全ての車両にドラ
イブレコーダーを設置する。

社会

経済

環境

社会

経済 80％

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

事業継続力強化計画24年度末
までに認定される

前期の指標に対する実績

中小企業強靭化法に基づき、ＢＣＰの観点から社員と会社
を守るために事業継続力強化計画を策定し公表する。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

BCP対策として事業継続力強化計画から取り組んだが、
項目の複雑さに一時断念してしまったため。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 交通事故発生時のドラレコの重要性を社内で学び共有す
ることで、急激にドラレコ設置率を増やし目標を達成する
ことができた。

ドラレコ設置率100％

a 積極的な低燃費車への入替を実施することで達成でき
た。

項目 事業継続力強化計画認定

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

デジタコを採用することで、労働環境の異なる整
備と適切な運行ルートの指示、及び位置情報把握
をし、ドライバー及び環境に配慮した運行に取り
組む

現状（2024年） 更新時（3年後）

40％以上
21年度35％
24年度43％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

40％

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

ドラレコ設置率２１年度80％→
２４年度１００％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

未認定【25年度までに認定予
定】

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 低燃費車両保有率２４年度４０％以上

現状（2024年） 更新時（3年後）

43％

未認定 認定

項目 デジタコ設置率２４年度4０％

50％


